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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成28年4月21日(2016.4.21)

【公開番号】特開2016-1498(P2016-1498A)
【公開日】平成28年1月7日(2016.1.7)
【年通号数】公開・登録公報2016-001
【出願番号】特願2015-172029(P2015-172029)
【国際特許分類】
   Ｇ０８Ｇ   1/16     (2006.01)
   Ｂ６０Ｔ   7/12     (2006.01)
   Ｂ６０Ｒ  21/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０８Ｇ    1/16     　　　Ｃ
   Ｂ６０Ｔ    7/12     　　　Ｃ
   Ｂ６０Ｒ   21/00     ６２４Ｂ
   Ｂ６０Ｒ   21/00     ６２４Ｃ
   Ｂ６０Ｒ   21/00     ６２６Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成28年3月2日(2016.3.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自車両進行方向前方の所定検出エリア内に存在する対象物を検出する対象物検出手段と
、
　前記対象物検出手段の検出結果に基づいて自車両を自動制動させる自動ブレーキ制御を
実行する自動ブレーキ制御手段と、
　前記自動ブレーキ制御に関連した表示を出力する表示制御手段とを備え、
　前記表示制御手段は、前記自動ブレーキ制御手段による前記自動ブレーキ制御が開始さ
れると、前記自動ブレーキ制御手段による前記自動ブレーキ制御が終了した後、前記自動
ブレーキ制御の実行を引き起こした前記対象物が前記所定検出エリア外に位置する場合で
あっても、所定タイミングまで、前記自動ブレーキ制御に関連した表示を継続することを
特徴とする運転支援装置。
【請求項２】
　前記所定タイミングは、自車両の運転者が所定運転操作を行う時点であることを特徴と
する請求項１記載の運転支援装置。
【請求項３】
　前記自動ブレーキ制御手段による前記自動ブレーキ制御が終了した以後、自車両の運転
者が所定運転操作を行うか否かを判別するドライバ操作判別手段を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記対象物検出手段により検出された前記対象物に自車両が衝突する可能性が所定以上
に高くなった場合に、自車両の運転者に向けて前記自動ブレーキ制御に関連した表示を開
始する表示開始手段と、
　前記ドライバ操作判別手段により自車両の運転者が前記所定運転操作を行ったと判別さ
れた場合に、前記自動ブレーキ制御に関連した表示を終了する表示終了手段と、



(2) JP 2016-1498 A5 2016.4.21

　を有することを特徴とする請求項１記載の運転支援装置。
【請求項４】
　前記自動ブレーキ制御は、自車両の停止を実現することを特徴とする請求項１乃至３の
何れか一項記載の運転支援装置。
【請求項５】
　前記対象物検出手段は、レーダ装置又はカメラを用いて前記所定検出エリアとして自車
両から第１所定距離離れた位置から第２所定距離離れた位置までに存在する対象物を検出
することを特徴とする請求項１乃至４の何れか一項記載の運転支援装置。
【請求項６】
　前記自動ブレーキ制御に関連した表示は、自車両の運転者に自車両に対するブレーキ操
作を促す警報表示であることを特徴とする請求項１乃至５の何れか一項記載の運転支援装
置。
【請求項７】
　前記自動ブレーキ制御手段は、前記自動ブレーキ制御を開始した後、自車両が停車した
場合、自車両の速度が前記対象物の速度以下になった場合、又は前記対象物が前記所定検
出エリア外に出た場合に、該自動ブレーキ制御を終了することを特徴とする請求項１乃至
６の何れか一項記載の運転支援装置。
【請求項８】
　前記自動ブレーキ制御手段は、自車両の速度及び加速度並びに自車両と前記対象物検出
手段により検出された前記対象物との相対距離、相対速度、及び相対加速度に基づいて自
車両と該対象物との衝突を回避させるための制動が必要であると判定された場合に、前記
自動ブレーキ制御として自車両の自動制動を開始する自動ブレーキ開始手段を有すること
を特徴とする請求項１乃至７の何れか一項記載の運転支援装置。
【請求項９】
　前記自動ブレーキ制御手段は、前記自動ブレーキ開始手段により前記自動制動が開始さ
れた後、自車両と前記対象物との衝突が回避された場合に、該自動制動を解除する自動ブ
レーキ解除手段を有することを特徴とする請求項８記載の運転支援装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記の目的は、自車両進行方向前方の所定検出エリア内に存在する対象物を検出する対
象物検出手段と、
　前記対象物検出手段の検出結果に基づいて自車両を自動制動させる自動ブレーキ制御を
実行する自動ブレーキ制御手段と、
　前記自動ブレーキ制御に関連した表示を出力する表示制御手段とを備え、
　前記表示制御手段は、前記自動ブレーキ制御手段による前記自動ブレーキ制御が開始さ
れると、前記自動ブレーキ制御手段による前記自動ブレーキ制御が終了した後、前記自動
ブレーキ制御の実行を引き起こした前記対象物が前記所定検出エリア外に位置する場合で
あっても、所定タイミングまで、前記自動ブレーキ制御に関連した表示を継続することを
特徴とする運転支援装置により達成される。
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